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下呂市防災士会基本理念
１、我々は、自助.共助協動を自ら実践し、地域の減災と防災力向上に貢献する。

１、我々は、防災士として、常に防災知識と技術の習得に研鑚する。

１、我々は、下呂市の防災文化の構築に努め、後世に継続する。

南 飛 騨 防 災 結 塾 瓦 版

下呂市防災講演会下呂市防災講演会下呂市防災講演会下呂市防災講演会 『地域地域地域地域づくりとづくりとづくりとづくりと～～～～地域力地域力地域力地域力でででで災害災害災害災害をををを乗乗乗乗りりりり切切切切るるるる』 Ｈ28.10月28日

下呂交流会館に於いて、山口大学の瀧本浩一准教授による講演会が開催されました。

『『『『我が国は有史以来から度重なる災害に遭いながらも、災害に対して事前に備える事を怠ってきた。

古典文学の方丈記にも、大火、辻風(竜巻)、水害、飢饉、地震など災害に関する記述が数多くあるが、人

間は時間がたつにつれ忘れてしまうものである。 今こそ過去の災害に学び、地域力をもって防災を』』』』

と語られ、地域の防災活動を継続していくためのヒントを映像を示して紹介された。 また、家庭のキー

パーソンである主婦層を取り込んだ防災活動が有効であるとも云われました。 片時もひとところに留

まることなく動き回られ、時には声が返るほど力のこもったエネルギッシュな話しぶりに聴衆者の皆々

が圧倒されていました。

下呂市消防団下呂市消防団下呂市消防団下呂市消防団『『『『萩原方面隊萩原方面隊萩原方面隊萩原方面隊5555分団分団分団分団4444部部部部((((桜洞桜洞桜洞桜洞))))がががが県大会県大会県大会県大会にににに出場出場出場出場』』』』 H２８．8月7日

第65回岐阜県消防操法大会が多治見市星ケ台運動公園であり、県内各地から選出された消防団

２９隊１４５名が小型ポンプの部で出場した。下呂市からは、萩原方面隊5分団4部の団員5名が夏の太陽

が照りつける下で、規律や動作の機敏さ標的を倒すまでの時間を競い合いました。

勤めを終えてからの夜間や、休日の厳しい訓練の成果をいかんなく発揮し、14位と健闘しました。

下呂市消防団の自然災害・人為災害を問わない郷土の守りは、市民に大いに期待されることでしょう。

当日頂いたサイン

下呂市主催下呂市主催下呂市主催下呂市主催 下呂市自治会連合会下呂市自治会連合会下呂市自治会連合会下呂市自治会連合会....下呂市防災士会共催下呂市防災士会共催下呂市防災士会共催下呂市防災士会共催
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♪戸締りよーじん♪火のよーじん！保育園児保育園児保育園児保育園児がががが防火防火防火防火パレードパレードパレードパレード H２８．１１月9日

秋の全国火災予防運動に合わせ、「かなやまこども園」の年長と年中組の園児７４名が金山

町内で防火啓発パレードを行いました。 まといを振りまわし先導車の音楽に合わせて、拍子

木を打ち鳴し元気いっぱいで歩く姿はどの子もとても可愛く、沿道の人たちは目を細めて眺

め、保護者たちは盛んにカメラを向けていました。１時間半かけて約２ｋｍを歩いて園舎に戻っ

た園児達は少し疲れ気味でしたが、消防車の前に仲良く並んで記念写真に納まっていまし

た。 町村合併前から南消防署の呼びかけで行っているもので、女性防火クラブ員や女性消

防団員も応援に駆け付けて園児の見守りなどに協力していました。

南支部南支部南支部南支部がががが救急救命再講習救急救命再講習救急救命再講習救急救命再講習南支部南支部南支部南支部イコスタデーイコスタデーイコスタデーイコスタデー出展出展出展出展 H28.11月27日H28.10月16日

金山町商工会青年部が主催して毎年10月に行う

商工祭で、南支部は３度目の出展をしました。

今回は消防団金山方面隊との合同出展でした。

消防団は、若年層への入団の募集キャンペーンを

主に、非常食の展示や試食などを行いました。

本会は、災害時や断水時のトイレ提案・下呂市付近

の断層地図・熊本地震被災写真・ロケットストーブの

展示などを行った。

なかでも注目を集めた

のは、災害時トイレの提

案でした。来訪者は災害

時用の段ボール便器や、

油缶利用の便器に座っ

て使い心地を確かめて、

納得されていました。

防災士５名が南消防署で再講習を受けました。

5年ごとに改定されたガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン2015201520152015に従って、

傷病者発見、周囲の安全確認、意識確認、応援要請、

呼吸の確認、胸骨圧迫、人工呼吸、AED装着と

久し振りの実技に息を弾ませていました。 その後

異物除去や止血法など3時間の講義を終えました。

カイドラインのカイドラインのカイドラインのカイドラインの主主主主なななな変更点抜粋変更点抜粋変更点抜粋変更点抜粋
２０１０⇒2015(2015(2015(2015(太字太字太字太字))))

・少なくとも5cm沈むほど⇒圧迫圧迫圧迫圧迫のののの深深深深さはさはさはさは「「「「5cm5cm5cm5cm」」」」

のののの深深深深さでさでさでさで。。。。

・少なくとも毎分100回のテンポで⇒圧迫圧迫圧迫圧迫のののの速速速速さはさはさはさは

「「「「100100100100～～～～120120120120回回回回////分分分分」」」」のテンポでのテンポでのテンポでのテンポで

・胸がすっかり戻るまで、⇒胸壁胸壁胸壁胸壁がががが完全完全完全完全にににに元元元元のののの位置位置位置位置

にににに戻戻戻戻るようにるようにるようにるように、、、、圧迫圧迫圧迫圧迫とととと圧迫圧迫圧迫圧迫とのとのとのとの間間間間にににに胸壁胸壁胸壁胸壁にににに力力力力がががが

掛掛掛掛からないようにするからないようにするからないようにするからないようにする。。。。

・追加⇒人口呼吸人口呼吸人口呼吸人口呼吸のののの訓練訓練訓練訓練をををを受受受受けておりけておりけておりけており、、、、 行行行行うううう意思意思意思意思

のあるのあるのあるのある場合場合場合場合はははは人工呼吸人工呼吸人工呼吸人工呼吸をををを組組組組みみみみ合合合合わせるわせるわせるわせる。。。。

・追加⇒胸骨圧迫比率胸骨圧迫比率胸骨圧迫比率胸骨圧迫比率がががが、、、、60606060％％％％をををを超超超超えるようにえるようにえるようにえるように。。。。

年中 たんぽぽ組2016年度防火標語 消消消消しましょうしましょうしましょうしましょう そのそのそのその火火火火そのそのそのその時時時時 そのそのそのその場所場所場所場所でででで
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郵便受けの

薄板を割る

市内のAEDは15０数台ありますが、一部を除き夜間や休館休日は外部から借受が出来ない状態です。

紹介する施設は、いつでも借受が出来きます。 救急車を要請し現場到着迄に全国平均で約8分を要して

います、その間に傷病者の近くに居合わせた者が、少しでも早くAEDを使った救命処置が行えます。

下呂市内の２４時間対応ＡＥＤ設置個所紹介

屋内設置であるが、屋外から薄板を割って取り出す（３例）

窓枠の薄

板を割る

窓枠の薄

板を割る

正面玄関左側職員室出入り口右側

正面玄関左側 体育館玄関右側

体育館玄関右側 体育館玄関右側

学童昇降口左側

正面玄関左側

校舎２階渡り廊下の正面体育館外壁

下呂.森区の屋外設置4例

森集会場 森第二公民館 殿町公民館
森 大洞地区

二村登美夫氏車庫

(設置管理者の掲載承諾済)

建て物の外壁設置（6例）

H28.11月30日現在
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全防災士会員のアンケートの集計がようやくにしてまとまりました。 Ｑ12はグラフ表示が無いが、防災

士会に思う事などを述べて頂きました。行政頼りの体質から脱皮すべきとのご意見が数件あり、ｱﾝｹｰﾄ

を行政からの要望と感じた会員がおられたようであるが、防災士会からの発案で実施したものです。

行政の働き掛けで出来た組織であり、また、自治会から頼まれて防災士になった会員が半数近くあるこ

と、地区で防災士を登用していないことがＱ7.Ｑ8で伺えます。Ｑ11において他地区との交流をあまり望

まないのは、頼まれ防災士が多いことの結果であろうか。 Ｑ3のように女性防災士の小数も今後の課

題とされます。 今後本会は「量より質」を目的とした、スキルUP研修などを計画実施すべきと考えます。

おらんとこの自主防災 (防災士会アンケート回答集計） 回収率61.7%

望む

40%

どちら

とも

57%

望ま

ない

3%

ＱＱＱＱ11 他地区との交流他地区との交流他地区との交流他地区との交流

小坂

17%

萩原

30%

馬瀬

1%

下呂

17%

金山

35%

ＱＱＱＱ1 お住まいの地域お住まいの地域お住まいの地域お住まいの地域

20代

0% ３０代

3%

４０代

13%

５０代

52%

６０代

24%

７０代

8%

ＱＱＱＱ2 年代は年代は年代は年代は

男性

91%

女性

9%

ＱＱＱＱ3 性別性別性別性別

自ら

の希

望

35%

自治

会の

依頼

47%

職場

関係

18%

ＱＱＱＱ4 防災士のきっかけ防災士のきっかけ防災士のきっかけ防災士のきっかけ

自費

21%

市助

成

58%

特別

申請

15%

その

他

6%

ＱＱＱＱ5 取得費用は取得費用は取得費用は取得費用は

大い

に

9%

感じ

る

78%

感じ

ない

13%

ＱＱＱＱ6 防災士としての防災士としての防災士としての防災士としての

活動意欲活動意欲活動意欲活動意欲

いる

51%いな

い

35%

やり

たい

14%

ＱＱＱＱ7 自治会で活動出来て自治会で活動出来て自治会で活動出来て自治会で活動出来て

いるかいるかいるかいるか

自主

防隊

長

12%

自主

防役

員

25%

何ら

かあり

18%

特に

なし

22%

無回

答

23%

ＱＱＱＱ8 地域での位置付地域での位置付地域での位置付地域での位置付

望む

87%

望ま

ない

13%

ＱＱＱＱ9  スキルスキルスキルスキルUP研修を研修を研修を研修を

ＤＩ

Ｇ

21%

ＨＵ

Ｇ

27%

講演

会

38%

その

他

14%

ＱＱＱＱ9-2 どんな研修をどんな研修をどんな研修をどんな研修を

会社

員

46%

自営

業

21%

公務

員

18%

無職

15%

ＱＱＱＱ10 職業は職業は職業は職業は

（編集後記） 取材途中での立ち話で、社会的に信用があり相談役のようなお方から「「「「災害災害災害災害がががが起起起起きたらきたらきたらきたら防防防防

災士災士災士災士にににに助助助助けてもらうけてもらうけてもらうけてもらう」」」」と云われた。「「「「エーッエーッエーッエーッ！」！」！」！」と思わず絶句。 災害時は「「「「自分自分自分自分のののの命命命命はははは自分自分自分自分でででで守守守守るるるる」」」」の意

味がまったくお解りでない(>_<) 防災を自分の事とせず、他人に委ねている人々の何と多いことか。

我々防災士はこのような人達に「「「「防災防災防災防災はははは自分事自分事自分事自分事ですよですよですよですよ」」」」と粘り強く伝えるのが最重要任務と考えます。

連絡先 E-mail tuneki-ｊｈ2oqm@seiryu.ne.jp ☎090-2578-1601 ラインOK 広報担当 金子恒紀


